啓林館「数学Ⅲ」(数Ⅲ006)，「数学Ｃ」(数Ｃ005)　観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	            観　点
	      高等学校数学Ⅲ（数Ⅲ００６）
	    高等学校数学Ｃ（数Ｃ００５）

	内容の精選・重点化、個に応じた学習への工夫があるか。
	教材を精選し、最小限の時間配当で基本的な力がつけられるように、導入や展開の仕方、指導の順序や方法に工夫をこらしました。

	
	例えば、無限級数の導入では、面積を使ってわかりやすく示しました（ｐ１９）。
	例えば、行列の積の導入では、パンと牛乳の代金で示しました（ｐ１５）。

	身近な内容が取り上げられ、生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。

	輪投げに成功する確率（ｐ３０問題３）、球面鏡と光の反射（ｐ５８例題４）、缶詰の表面積（ｐ１０８例題７）、水面の上昇する速度（ｐ１２３例題５）
	工場の電気、ガス、水の使用量（ｐ１０例２）、ホテルの空室の確率（ｐ１１４例題１）、大数の法則（ｐ１１７～１２０）、生徒の身長の分布（ｐ１３１例題１）

	
	など身近な話題を取り上げました。また、数学史的な内容として、巻末に「数学をつくった人々」の２ページを設けました。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	本文をより深く理解することを助けるために、多くの例（Ⅲ９０題、Ｃ７３題）を取り上げて説明するようにつとめました。さらに、その知識の定着と応用力をつけるための例題（Ⅲ６１題、Ｃ３１題）を積極的に取り上げました。例題には必要に応じて解の前に考え方をおいて、解の指針や重要な考え方がわかるようにしています。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず、バランスよく扱うよう配慮されているか。
	指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき、次第に発展的なものへと展開するようにしました。


	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	本文の内容に関連した興味深い話題をＣｏｌｕｍｎ（Ⅲp９４，１２６）として取り上げました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、本文の内容の補足的な事柄を補充（Ⅲｐ４０、１５８、１７３、Ｃｐ６８、８６）として取り上げ、生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしました。

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	数学的なものの見方・考え方を伸ばし、その中から、創造的な思考力と本質的な数学の学力、そして論理的な思考力を身につけさせることを目的に編集しました。
そして、基本的な数学の知識を理解し応用するだけでなく、その学習過程の中で、自ら主体的に「要するにこういうことなのだ」と悟り、さらに、「それではこの場合にはどうなるのか」と積極的に思考を発展させられるように工夫しています（Ⅲｐ１７、Ｃｐ３２～３３など）。


〔単元の構成・配列及び分量〕
	          観　点
	      高等学校数学Ⅱ（数Ⅲ００６）
	     高等学校数学Ｃ（数Ｃ００５）

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	数学Ⅰ、Ⅱや数学Ａ、Ｂとの関連を考慮し、導入部分や展開の仕方を工夫しました。

	
	数列の導入では、グラフを使ってわかりやすく説明しました（ｐ８～１０）。また、連続関数では、連続にならない例をいくつか示して、理解が深まるようにしました（ｐ６０）。
	２次の正方行列の積では、色アミを使ってわかりやすく示しました（ｐ１６）。また、標準偏差の導入では、散らばりの程度が反映されることをわかりやすく説明しました（ｐ１０４）。

	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	数項目を１つの節にまとめ、節末に問題をおく構成にし、各節には１つの話題のまとまりがわかるように小見出しを入れました。

	
	無限等比数列の極限では、1.1nをアミ版で示し、発散する様子が理解できるようにしました（ｐ１４）。また、数学Ⅰで学んだ球の体積、表面積が、微積分を使って求まることを補充で取り上げました（ｐ１７３）。　
	２次曲線の焦点ついては、本文とともに、焦点の性質や離心率に相当することを補充で示し（ｐ６８，８６）、裏見返しにも取り上げて、理解が深まるようにしました。


	相互に関連をもち、系統的・発展的に構成されているか。
	数学Ｂの「数列」につながるように、「数列の極限」を第１章で取り上げました（ｐ６～３０）。また、微分と積分はそれぞれ応用の章をつけて、全部で６章立てにしました。
	連立１次方程式や点の移動では、行列がうまく利用できることを示しました。また、確率分布では、数学Ａで学んだ確率を復習しながら入るようにしました。

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	完全学校週５日制に対応できるように、１単位３０時間としても十分指導されるように内容を配分しています。

	基本的な事柄については、反復練習ができるように工夫されているか。
	基本的な内容の理解と定着をはかり、総合的な応用力を養えるように、問題の配列を工夫しました。例、例題のあとの「問」や「練習」で学習内容の理解と定着をはかり、節末の「問題」や章末の「章末問題Ａ、章末問題Ｂ」で、総合的な応用力を養うことができるようにしました。

	内容が網羅的・羅列的でなく、精選されているか。
	説明は簡潔に要領よくまとめ、図版を多く入れ、色刷りを有効に用いて、すっきりと見やすい紙面にしました。また、枠囲み、アミ版、太字を利用して、学習の要点が一目でわかるようにしました。


